
                                   

 児童数配布 

 通算「１００号」記念です！！ 
保護者の皆様のご理解、ご支援を受けて、この「校長室だより」も今号が通算 100号となりまし

た。時々の、私の稚拙なまとまりのない文章を、一方的にご家庭にお送りしているのでは…と時と

して不安になりながら発行してきましたが、これまで、お会いしたお母さんから「校長室だより、

読んでいますよ！」という『温かい』お言葉をいただくこともあり、何とかここまで続けることが

できました。毎回、お読みいただいている皆様に心から感謝する次第です。 

この「便り」を始めた当初は、100号まで続くなど想像もしていませんでした。ただ、その時々に、学校での子ど

もたちの様子や、先生たちが日々頑張っている姿を、担任の先生とは異なる視点で、保護者の方に是非、お伝えした

いという一心からでした。それが、うまく伝わったかどうかは分かりませんが、この「校長室だより」を読んでもら

えれば、「豊南小学校」がどんな学校なのか、子どもたちが日々、精一杯頑張って学校生活を送っているのかが伝わ

れば幸いです。 

先週土曜日に、豊中市ＰＴＡ連合協議会の合同懇親会が千里阪急ホテルでありました。毎年行われているこの行

事は、市長や市議会議長、教育長も来賓として参加され、豊中市の全ての学校(小中学校)からＰＴＡ会長や運営委

員の方、各学校の校長先生が参加されて行われる大きな行事です。本校からはもちろんＰＴＡ会長の小林さんをは

じめ副会長さんや運営委員の方、そして私も参加していました。そこで、市内の様々な学校の様子が紹介されるの

ですが、今年は小学校南部ブロックは各校の特徴をまとめた「プロモーションビデオ」になっていました。写真や動

画をうまくまとめて、そこにナレーションも入った「プロ顔負け」の仕上がりになっていました。 

その中で本校は「夢ある豊南小学校」として紹介されました。本校の伝統的地域行事である「夢ナリエ(NHK でも

取り上げられています)」や「豊南カーニバル」は勿論のこと、昨年から始めた子どもたちに学習の動機付けとなる

「キャリアプロジェクト」や今年、子どもたちの感性を育てるために始めた大型犬を使った「動物介在教育(AAE)」

の取組みが散りばめられていました。「公立学校」はどこも同じという考え方はもう違うと思います。学校の地域性

に支えられた、それぞれの学校の特徴がもっともっと前面でてきてもいい時代だと思っています。 

豊南小学校が地域にしっかり根ざした、真に魅力ある学校としてこれからもしっかりと子どもたちを包み込んで

いけることを強く願っています。そのために、どうか保護者の皆様方のお力をお貸しいだけますようよろしくお願

いいたします。 

☆☆☆ＡＡＥ活動犬、「レイ君」の一日を紹介します。ね… その① 

朝、4 時半頃起床！ と言っても、私が先に起きてレイ君が寝ているところにいき

ます。私が歯磨きなどをしている間、レイ君はまだ、寝床で寝ぼけながらねていま

す。（人間と一緒です） 

私が支度をして、いざ朝の散歩にいくためにリード(首輪につける紐のことです)を

持つと、さっと起き上がり、玄関までやってきます。 

朝、4時半は、今から夏までは結構明るくいいのですが、冬は真っ暗でしかも寒い！

今の季節は朝、色々な野鳥のさえずりが聞えています。朝の最初の散歩コースは夕

方(夜)のコースより短めのコースで約 30 分です。トイレを済ませてもどると、次は朝ごはんです。（もちろん、こ

の朝ご飯を食べるまでには、他の犬たちも散歩します。その間は先に散歩にいった者は待っています） 

レイ君のご飯は、決まったメーカーの固形の餌です。最近は少しダイエットをしているので食べる量は若い犬と比

べてだいぶ少なめです。ちなみに、ご飯は朝と晩の２回です。生まれて間もない仔犬のとき(生後２ヵ月から３ヶ月

くらいまで)は２時間ごとに食べさせていました。おやつは基本的にありません。 

食後は、歯磨きを兼ねて、レイ君は鹿のアキレス腱を加工したもの(硬くて時間をかけて噛みます)を食べます。 

そのあと、少し休憩して、学校へ来るときは６時過ぎに私と一緒に車にのって家をでます。車は今では大好きです

が、はじめは(幼犬の頃は)酔っていました。機会あるごとに車に乗ることで次第に慣れて、今では車で出かけるこ

とが大好きです。東京や千葉までもいくことがあります。 

学校へ来るときは、持ち物を用意しなくてはいけません。彼専用の手提げのカバンに、トイレ用の袋、鹿のアキレ

ス、タオル等々をいれて用意をします。水入れは学校においてあるので、携帯用のものを一応、水を入れたペットボ

トルと一緒にもってきます。この用意をしていると、彼は出かけるということを理解して玄関のドアを開けると何

も言わなくても車のところまでいきドアのところで座って待っています。 ※その②に続く 
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